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Chairman's

Voice

本誌が読者の手元に届くころには、企業会計

基準委員会（ASBJ）の個々のプロジェクトに

おいて連結先行の適用をめぐる議論が活発にな

り始めるころと思われる。本稿において、連結

先行の議論の経緯、ASBJの中でどのように議

論されてきたかを振り返り、今後の議論のため

に整理をしておきたい。

連結先行の考え方は、2009年6月に企業会

計審議会から公表された「我が国における国際

会計基準の取扱いについて（中間報告）」にお

いて、明示的に示された。その考え方は、連結

財務諸表と単体財務諸表における会計処理は、

連結のための修正（投資と資本の消去や内部取

引と未実現利益の消去等）を除いて基本的に一

致するものであるが、その厳格な適用を一時的

に緩め、ASBJがコンバージェンスを加速継続

するにあたって、単体財務諸表にはすぐにはコ

ンバージェンスしにくい処理もあるだろうから、

コンバージェンスが急がれる環境下で、連結で

のコンバージェンスを優先して進めるという考

え方と理解している。単体財務諸表においてコ

ンバージェンスしにくい処理とは、既存の日本

基準の処理が実務に定着し、日本の慣行、制度

との関係においても安定しているものが考えら

れる。その意味で、連結先行は、連単で会計の

理屈の違いを対峙させるものと位置づけない方

がよいと思う。

連結先行の考え方を個々の会計処理に取り入

れて基準開発を行うと、そこでの事象は、ある

一時点をとれば連単分離と同じように見える。

しかし、それは一時的なズレであるから、長い

目で見れば連単一致すべきものといえる。ただ、

例えば、連単の差異の年限を明示的に区切った

場合のみ連結先行を認めるという枠組みとする

と、融通が利かず、結局、コンバージェンスの

加速に役立てるという所期の目的にそぐわなく

なる場合も生じよう。ダイナミック・アプロー

チなどの言い方も使いやすさを前面に出すため

に生み出されたものと思われる。

どういう基準にどういう連結先行を行うかは、

国内会計基準に携わるASBJが判断することと

なる。会計基準を開発するプロセスそのものに

連結先行が入る以上、それが自然な考えであろ

う。

連結先行の考え方が示されてからその適用例

はまだないということになっている。包括利益
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の単体財務諸表での表示について1年を目途に

判断を留保したのは、連結先行とは考えていな

い。単体についての結論が出ていないという位

置づけである。勿論、結論の先送りをせざるを

得ない場合もあるかもしれないが、ここでいう

連結先行は連単ともに結論が出た上で差異があ

ることをいう。

実際には、連結先行に似た先例はある。ただ、

この時は連結先行という考え方が認知されてい

なかったために、連結先行ではなく、別の説明

によって差異を設けた。

それは、株式を段階取得によって子会社となっ

た時の会計処理である。連結については、コン

バージェンスの観点から、それ以前から保有し

ていた株式を含め、子会社になった時点の時価

ですべての保有株を評価し、資本連結仕訳に用

いる。これに対し、単体では株式購入時点の原

価の積上げという従来の処理としている。連結

は、子会社という異なる状況になった時点です

べての保有株式を時価で評価しなおすのに対し、

単体は実際の取得という事実を忠実に追いかけ

るという考え方である（子会社株式を一部売却

して子会社でなくなった場合の保有株式の処理

は、現在検討中の企業結合ステップ2において、

上記と裏返しの会計処理にすることが考えられ

る。）。

段階取得は、連結先行という明確な観念がな

い中での連単差異であり、あらためて連結先行

と位置づけるべきという意見もあり得ようが、

ラベルの貼り替えに注力するのは、基準開発の

本筋ではないと考える。

私どもASBJの包括利益会計基準の開発にお

いて、2009年12月の公開草案段階では、包括

利益の表示は、ASBJ委員の意思確認による暫

定合意（1名が反対）を経て、連単同様に表示

することとなっていた。これは、今回の議論は、

これまで資本直入（正確には純資産直入）とし

て、株主資本等変動計算書において示してきた

評価換算差額（その他の包括利益の累計額）の

変動（当期のその他の包括利益の発生消滅額）

を、損益計算書の当期純利益に続く項目として

表示し、その結果、包括利益をボトムラインと

して表示しようという試みであって、この新た

な表示方法と、当期純利益と包括利益の有用性

の議論とは、別個のものと考えていた。表示だ

けの問題は、連結先行をあてはめるものではな

いと考えられた。

しかし、2010年3月に最終議決が近づいた

段階で、包括利益を単体財務諸表に表示するこ

とへの反対論、あるいはこの段階でそれを決め

ることへの反対論が湧きおこった。この段階と

は、包括利益の考え方がわが国で明らかとなっ

ていない段階という趣旨であろう。おそらく当

期純利益の有用性を低く見せる表示への反対と

いう主張とも見える。連結はコンバージェンス

するとしても、単体財務諸表の意義が明確にな

らない限り、単体において包括利益を表示する

という結論を出すべきではないという意見があっ

た。その主張者にいわせると、包括利益の単体

表示問題は、連結先行の議論の1丁目1番地と

いうことになる。

結果的に、2010年3月の最終議決を断念し、

単体での表示の議論を解決するために、連結先

行に関する検討会を設置することとなった。

「上場会社の個別財務諸表の取扱い（連結先

行の考え方）に関する検討会」と題し、ASBJ

では、委員に加え、財務諸表作成者、利用者か

ら若干名を加え、非公開で2010年4月から5
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月にかけ、4回の意見交換を行った。そこでは、

包括利益会計基準を含む6つのケースを想定し

て連結先行のあてはめに関する意見交換をした。

それぞれについて、連結先行をした場合、しな

い場合の懸念を上げ、それらを比較した（後述

する企業会計審議会では、連と単を一致ないし

分離することに伴うコスト・ベネフィットを考

慮するとしたが、これは検討会の懸念と同じ見

方と考えられる。）。

また、連結先行とした場合の単体は、連単一

致処理を任意に認めるべきかといった追加論点

についても論点の提示を行った。これらの議論

の中で、包括利益会計基準に関しては、単体の

会計処理について1年を目途に結論を先送りし、

判断を留保する方向性が浮上した。

しかし、検討会でこのような議論に入る前に、

連結先行の前提として、連結財務諸表と単体は

どう違うか、特に制度的に、金融商品取引法上、

単体財務諸表はどう位置づけられるべきか明確

でないと、連結先行の結論を出していくことが

できないという意見が作成者から出た。その意

見には、制度的な議論を含むことから、企業会

計審議会にその後の議論の場を移すこととなっ

た。

企業会計審議会は、連結先行を巡って、2010

年6月から 8月にかけ3回の議論を行った。

ASBJでは、検討会で取り上げた個々のケース

での検討を題材として6月の最初の議論のテー

ブルに載せたが、審議会は、個々の連結先行に

ついての判断の方向性を出す場ではないという

ことはASBJ以外の委員にも共有されていたと

考える。

最終的に安藤企業会計審議会会長の会長発言

によって取りまとめられているが、そこでは、

単体開示の簡素化の方向や国際財務報告基準

（IFRS）の任意適用問題への今後の取組みを示

しつつ、連結先行は基準策定のプロセスとして

ASBJが行うとしている。また、産業界等のス

テークホルダーの声を反映すべきとの意見が紹

介されているが、これに対しては、私の方から

作成者、利用者、監査人等の関係者の意見を十

分聞くことはもっとも重要であり、参考意見を

積極的に聞きたい。同時に基準設定主体は厳格

な独立性が求められるので、最終的な判断は

ASBJで的確に行っていく旨を発言した。その

後、財務会計基準機構（FASF）萩原理事長か

ら産業界を含む各ステークホルダーによるバッ

クアップ強化のための方策を検討する発言がな

されている。

国際会計基準審議会（IASB）は2008年秋に、

金融危機に関連して一切のデュープロセスを省

略して基準改定を行い、相当の非難を世界のス

テークホルダーから受けた。その後、IASBと

米国財務会計基準審議会（FASB）は、金融商

品に関連して金融危機諮問グループ（FCAG）

というハイレベルな諮問グループを設置し、ま

た、各基準ごとに各地でラウンド・テーブルそ

の他のアウト・リーチ活動を行うようになって

いる。そのような活動は一定の評価を得ている

ものと考える。今後、ASBJが行う基準作りが

難しくなればなるほど、関係者の意見が重要と

なろう。連結先行は、純粋に会計の理屈で結論

が出せるものでもないので、関係者の意見を参

考に、連結先行の根拠に幅広く納得感が得られ

るものにすることが必要と考える。
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